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長野県議会議員　－改革信州－

令
和
５
年
９
月
21
日
か
ら
１０
月
６
日
(
会
期
１６
日
間
)

令
和
５
年
９
月
21
日
か
ら
１０
月
６
日
(
会
期
１６
日
間
)

︻
議
員
提
出
議
案
︼

　

わ
が
会
派
提
出
の
「
公
立

小
・
中
学
校
の
学
校
給
食
費

の
無
償
化
の
実
現
を
求
め
る

意
見
書
案
」
な
ど
議
員
提
出

１０
議
案
を
全
会
一
致
で
可

決
。

　
　
　

⇒
給
食
費
の
無
償
化
を
国
に

求
め
て
い
く
こ
と
は
、
さ

と
う
千
枝
の
選
挙
公
約
の

一
つ

【補
正
予
算
の
主
な
事
業
︼

■
県
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の

確
保
(
９
９
億
９
２
２
万
円
)

①
大
雨
災
害
へ
の
対
応

 

●

被
災
し
た
道
路
・
河
川
・

砂
防
施
設
・
荒
廃
森
林
・

農
地
等
応
急
対
策

②
道
路
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ラ

ン
の
推
進

●

損
傷
が
進
ん
で
い
る
道
路

イ
ン
フ
ラ
を
集
中
的
に
修

繕
す
る
た
め
の
予
算
を
増

額　
　

③
安
全
・
安
心
な
県
土
づ
く

り
の
推
進

●

緊
急
輸
送
道
路
や
砂
防
施

設
等
の
防
災
・
減
災
対
策

の
推
進

●

流
域
治
水
の
取
組
を
推
進

す
る
た
め
、
県
有
施
設
に

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
を
設
置

④
４
月
に
発
生
し
た
凍
霜
害

に
よ
る
農
作
物
被
害
へ
の

対
応

●

農
業
者
の
営
業
継
続
に
向

け
、
被
害
果
実
の
流
通
・

販
売
対
策
へ
の
支
援
や
利

子
助
成
を
実
施

⑤
暮
ら
し
の
安
全
確
保

●

し
な
の
鉄
道
上
田
駅
構
内

で
の
事
故
に
関
連
し
て
、

枕
木
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

に
す
る
経
費
の
補
助
８
３

３
万
円

●

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

購
入
支
援
。
対
象
は
高
校

生
と
高
齢
者
(
一
個
に
つ

き
上
限
１
０
０
０
円
)

■
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
転
換
に

向
け
た
取
組
(
７
１
５
４
万

円
)

●

マ
イ
カ
ー
移
動
か
ら
公
共

交
通
等
へ
の
転
換
や
Ｅ
Ｖ

化
を
促
進

●

病
害
虫
被
害
木
等
の
伐

採
・
搬
出
経
費
を
助
成

し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
用

材
等
へ
の
利
活
用
を
促
進

■
教
育
環
境
の
整
備
(
１
億

４
３
５
１
万
円
)

●

児
童
生
徒
の
増
加
や
老
朽

化
に
対
応
す
る
た
め
、
松

本
養
護
学
校
と
若
槻
養
護

学
校
の
校
舎
改
築
等
に
向

け
た
設
計
に
着
手

■
信
州
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
向

上
と
発
信
(
７
０
０
万
円
)

●

発
酵
・
長
寿
県
と
し
て
の

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
向
け

発
酵
食
品
の
魅
力
発
信
イ

ベ
ン
ト
を
開
催

　

第
４３１
回
長
野
県
議
会
９
月
定
例
議
会

定例会の主な概要 詳細は県議会ホームページにて

大雨災害の復旧費や防災・減災対策を中心とした

       総額１０１億４３７６万円の一般会計補正予算案

教育委員会委員の選任をはじめとする人事案件

野立ての太陽光発電施設の適正化を目指す条例案

     等、知事提出の２４議案を審議し全会一致で可決。



22 秋号

２
少
子
化
・
人
口
減
少

対
策
調
査
特
別
委
員

会
を
発
足

　

県
は
長
野
県
の
将
来

像
を
考
え
る
「
少
子
化
・

人
口
減
少
対
策
戦
略
検

討
会
議
」
を
立
ち
上

げ
、
県
会
は
こ
れ
に
呼

応
し
、
少
子
化
や
人
口

減
少
に
対
応
し
た
社
会

づ
く
り
な
ど
を
検
討
す

る
「
少
子
化
・
人
口
減

少
対
策
調
査
特
別
委
員

会
」
を
発
足
さ
せ
た
。

３
物
価
高
克
服
・
経
済

構
造
転
換
の
た
め
の

総
合
対
策

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料
金
や
社

会
福
祉
施
設
等
の
事
業

者
支
援
に
つ
い
て
、
国

の
経
済
対
策
を
最
大
限
活
用

し
迅
速
な
追
加
策
を
講
じ
て

い
く
。

　

ガ
ソ
リ
ン
の
価
格
高
騰
な

ど
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
国

へ
の
緊
急
要
望
や
県
内
の
ガ

ソ
リ
ン
価
格
の
要
因
分
析
・

対
応
策
の
検
討
を
関
係
者
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
実
施
。

　

県
議
会
と
し
て
も
国
に
意

見
書
を
提
出
し
た
。

慣
例
に
よ
り
副
委
員
長
と
し

て
、
委
員
長
に
代
わ
っ
て
委
員

会
審
査
を
報
告

■
危
機
管
理
部
関
係

「
信
州
火
山
防
災
の
日
」
制

定
の
意
義
を
広
く
伝
え
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
、
御

嶽
山
に
お
い
て
噴
火
警
報
を

ア
プ
リ
で
配
信
す
る
登
山
者

参
加
型
の
実
証
実
験
を
行
う

な
ど
、
火
山
防
災
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
安
全
第
一

で
登
山
が
で
き
る
よ
う
啓
発

活
動
を
行
い
、
気
象
庁
や
近

隣
県
と
の
連
携
強

化
も
重

要
と
の
意
見

が
出
さ
れ
ま

し
た
。

慣
例
に
よ
り
副
委
員
長
と
し

て
、
委
員
長
に
代
わ
っ
て
委
員

会
審
査
を
報
告

■
危
機
管
理
部
関
係

「
信
州
火
山
防
災
の
日
」
制

定
の
意
義
を
広
く
伝
え
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
、
御

嶽
山
に
お
い
て
噴
火
警
報
を

ア
プ
リ
で
配
信
す
る
登
山
者

参
加
型
の
実
証
実
験
を
行
う

な
ど
、
火
山
防
災
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
安
全
第
一

で
登
山
が
で
き
る
よ
う
啓
発

活
動
を
行
い
、
気
象
庁
や
近

隣
県
と
の
連
携
強

化
も
重

要
と
の
意
見

が
出
さ
れ
ま

し
た
。

知
事
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

■
建
設
部
関
係

 

７
月
に
小
川
村
で
発
生
し

た
土
尻
川
か
ら
の
溢
水
に
よ

る
住
宅
等
へ
の
浸
水
被
害
を

受
け
、
再
発
防
止
に
向
け
た

県
の
対
策
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
出
水
期
に
や
む
を
得

ず
河
道
内
工
事
を
行
う
場

合
、
各
現
場
で
仮
設
撤
去
の

基
準
等
を
設
定
す
る
際
の
基

本
的
な
考
え
方
や
、
安
全
確

保
の
た
め
の
留
意
点
に
つ
い

て
、
専
門
家
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
と
の

こ
と
。

　

委
員
か
ら
は
、
安
全
に
工

事
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
建
設

会
社
の
技
術
力
向
上
の
取
組

を
行
う
こ
と
、
ま
た
受
注
業

者
の
技
術
力
や
実
績
を
適
切

に
評
価
し
、
仕
事
を
担
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
豪
雨
災
害
等
に
対

す
る
早
期
の
復
旧
や
、
建
設

産
業
の
週
休
２
日
制
及
び
月

給
制
に
向
け
た
施
工
時
期
の

平
準
化
な
ど
に
つ
い
て
、
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

知
事
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

■
建
設
部
関
係

 

７
月
に
小
川
村
で
発
生
し

た
土
尻
川
か
ら
の
溢
水
に
よ

る
住
宅
等
へ
の
浸
水
被
害
を

受
け
、
再
発
防
止
に
向
け
た

県
の
対
策
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
出
水
期
に
や
む
を
得

ず
河
道
内
工
事
を
行
う
場

合
、
各
現
場
で
仮
設
撤
去
の

基
準
等
を
設
定
す
る
際
の
基

本
的
な
考
え
方
や
、
安
全
確

保
の
た
め
の
留
意
点
に
つ
い

て
、
専
門
家
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
と
の

こ
と
。

　

委
員
か
ら
は
、
安
全
に
工

事
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
建
設

会
社
の
技
術
力
向
上
の
取
組

を
行
う
こ
と
、
ま
た
受
注
業

者
の
技
術
力
や
実
績
を
適
切

に
評
価
し
、
仕
事
を
担
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
豪
雨
災
害
等
に
対

す
る
早
期
の
復
旧
や
、
建
設

産
業
の
週
休
２
日
制
及
び
月

給
制
に
向
け
た
施
工
時
期
の

平
準
化
な
ど
に
つ
い
て
、
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

【県
政
ニ
ュ
ー
ス
】

1
「
女
性
か
ら
選
ば
れ
る
長

野
県
を
目
指
す
リ
ー
ダ
ー
の

会
」
が
9
月
14
日
発
足

　

県
内
企
業
・
法
人
、
自
治

体
の
リ
ー
ダ
ー
自
ら
が
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
掲
げ
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
実
現
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
女
性
の
職
業

生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進

に
意
欲
的
に
取
り
組
む
。
集

い
、
情
報
や
課
題
を
共
有
し

て
、
更
な
る
行
動
に
つ
な
げ
、

取
組
を
発
信
し
、
広
く
県
内

の
リ
ー
ダ
ー
の
意
識
改
革
、

行
動
変
容
の
契
機
と
す
る
。

（１）
発
起
人

阿
部
守
一
(
長
野
県
知
事
)

太
田 

寛 

(
安
曇
野
市
長
)

丸
山
将
一
(
エ
ム
ケ
ー
精
工

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社

長
) 

（２）
行
動
宣
言

メ
ン
バ
ー
は
、
「
行
動
宣

言
」
に
よ
り
自
ら
の
組
織
に

お
け
る
具
体
的
な
取
組
を
宣

言
す
る
。

東
御
市
他
12
の
首
長
含
め
35

の
企
業
自
治
体
で
構
成
。

詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

■
令
和
５
年
度
長
野
県
総

合
防
災
訓
練
が
中
野
市
旧

中
野
高
校
を
メ
イ
ン
会
場

に
市
内
10
か
所
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
(
10
月
22
日
)

　

大
雨
に
よ
る
千
曲
川
の
増

水
、
長
野
盆
地
西
縁
断
層
帯

を
震
源
と
す
る
地
震
が
訓
練

想
定
。

　

危
機
管
理
委
員
会
と
し

て
、
避
難
所
開
設
・
運
営
訓

練
、
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン

タ
ー
開
設
・
運
営
訓
練
、
災

害
ボ
ラ
セ
ン
タ
ー
開
設
・
運

営
訓
練
、
内
水
排
水
訓
練
・

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
給
水

訓
練
、
医
療
救
護
所
開
設
・

運
営
訓
練
等
の
訓
練
を
参
観

し
ま
し
た
。

危機管理建設委員会報告（10月２日から４日）
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ト
で
活
用
い
た
だ
い
て
い

る
。

　

学
校
向
け
は
、
希
望
す
る

県
内
の
小
中
学
校
に
配
布
し

て
お
り
、
今
年
度
は
新
た
な

取
組
と
し
て
、
児
童
が
学
習

で
使
用
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
活
用
で
き
る
よ
う
、

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
の
電
子
版
を
市
町

村
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
県

内
の
全
小
学
校
に
配
布
し
た

と
こ
ろ
。
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

ミ
ニ
講
座
」
に
つ
い
て
は
、

東
御
市
の
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
員
が
市
と
連
携
し

開
催
し
た
。
こ
う
し
た
活
動

を
始
め
各
推
進
員
の
取
組
を

す
べ
て
の
推
進
員
と
共
有

し
、
広
く
県
下
に
広
げ
て
い

く
。

長
野
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
発
行
の
テ
キ
ス
ト

3

2

1

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
よ

り
介
護
職
員
の
負
担
軽
減
を

図
る
と
し
て
い
る
が
、
介
護

人
材
確
保
に
向
け
た
県
の
取

組
を
伺
う
。

<

福
田
健
康
福
祉
部
長>

 

　

職
員
の
処
遇
改
善
の
国
へ

の
要
望
に
加
え
子
育
て
世

代
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
等

多
様
な
人
材
の
入
職
支
援
、

さ
ら
に
は
就
労
中
の
資
格
取

得
な
ど
の
入
職
促
進
へ
の
支

援
、
介
護
職
員
の
負
担
軽
減

の
た
め
の
「
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
支
援
事

業
」
な
ど
の
施
策
を
総
合
的

に
進
め
て
い
る
。

<

問>

今
年
の
６
月
に
「
共

生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る

た
め
の
認
知
症
基
本
法
」
が

成
立
し
た
が
、
認
知
症
の
人

に
対
す
る
県
の
政
策
課
題
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
本
法
律
の
趣
旨
や
理
念

に
つ
い
て
今
後
県
民
に
ど
の

よ
う
に
周
知
し
て
い
く
か
。

<

福
田
健
康
福
祉
部
長>

 　

「
認
知
症
基
本
法
」
の
基
本

理
念
で
あ
る
、
「
国
民
が
、

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
よ

り
介
護
職
員
の
負
担
軽
減
を

図
る
と
し
て
い
る
が
、
介
護

人
材
確
保
に
向
け
た
県
の
取

組
を
伺
う
。

<

福
田
健
康
福
祉
部
長>

 

　

職
員
の
処
遇
改
善
の
国
へ

の
要
望
に
加
え
子
育
て
世

代
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
等

多
様
な
人
材
の
入
職
支
援
、

さ
ら
に
は
就
労
中
の
資
格
取

得
な
ど
の
入
職
促
進
へ
の
支

援
、
介
護
職
員
の
負
担
軽
減

の
た
め
の
「
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
支
援
事

業
」
な
ど
の
施
策
を
総
合
的

に
進
め
て
い
る
。

<

問>

今
年
の
６
月
に
「
共

生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る

た
め
の
認
知
症
基
本
法
」
が

成
立
し
た
が
、
認
知
症
の
人

に
対
す
る
県
の
政
策
課
題
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
本
法
律
の
趣
旨
や
理
念

に
つ
い
て
今
後
県
民
に
ど
の

よ
う
に
周
知
し
て
い
く
か
。

<

福
田
健
康
福
祉
部
長>

 　

「
認
知
症
基
本
法
」
の
基
本

理
念
で
あ
る
、
「
国
民
が
、

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知

識
及
び
認
知
症
の
人
に
関
す

る
正
し
い
理
解
を
深
め
る
」

と
い
う
考
え
方
を
広
く
県
民

に
伝
え
て
い
く
取
組
が
大
変

重
要
で
あ
る
。

 

次
期
長
野
県
高
齢
者
プ
ラ

ン
策
定
に
お
い
て
も
、
認
知

症
基
本
法
の
基
本
理
念
等
を

踏
ま
え
、
認
知
症
の
人
や
家

族
の
視
点
を
重
視
し
、
認
知

症
に
な
っ
て
も
希
望
を
も
っ

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
認
知
症
に
関
す
る
理
解

促
進
や
啓
発
、
相
談
体
制
の

充
実
、
地
域
支
援
体
制
の
強

化
な
ど
必
要
な
施
策
を
盛
り

込
ん
で
い
く
。

<
問>

教
職
員
の
精
神
疾
患

を
理
由
と
し
た
休
職
の
状
況

と
そ
の
要
因
及
び
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

<

内
堀
教
育
長>

　

県
教
育
委
員
会
の
調
査
で

は
、
令
和
４
年
度
の
公
立
学

校
教
職
員
の
精
神
系
疾
患
に

よ
る
休
職
者
数
は
73
人
で
全

休
職
者
に
占
め
る
割
合
は

75
・
３
％
。

休
職
等
に
至
っ
た
要
因
は
、

児
童
生
徒
へ
の
対
応
が
最
も

多
く
、
次
い
で
介
護
や
家
事

育
児
の
負
担
な
ど
の
個
人
的

な
事
情
、
そ
し
て
職
場
の
人

間
関
係
の
順
で
あ
り
、
多
く

は
複
数
の
原
因
や
背
景
を
抱

え
て
い
る
。

　

精
神
科
医
師
や
保
健
師
等

に
よ
る
個
別
面
談
、
職
員
自

身
の
ス
ト
レ
ス
へ
の
早
期
の

気
づ
き
を
促
す
た
め
の
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
別
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

研
修
会
等
の
充
実
に
努
め
て

い
る
。

<

問>

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
関

す
る
県
の
取
組
や
情
報
を
県

民
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

啓
発
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

現
状
と
課
題
及
び
今
後
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
伺
う
。

<

諏
訪
環
境
部
長>

　

県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
と
県
が
協
力

し
て
作
成
し
た
県
民
向
け
、

事
業
者
向
け
の
「
信
州
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
は
、

多
く
の
市
町
村
・
企
業
・
団

体
の
勉
強
会
や
各
種
イ
ベ
ン

会
派
『改
革
信
州
』で
は
８
人

が
登
壇
し
ま
し
た
。
私
は
、

今
回
質
問
時
間
１３
分
を
い
た

だ
き
、
３
つ
の
テ
ー
マ
で
質

問
い
た
し
ま
し
た
。

<

問>

「
医
療
介
護
総
合
確

保
推
進
法
」
に
よ
り
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
が

整
備
さ
れ
て
か
ら
10
年
が
経

と
う
と
し
て
い
る
。
来
年
度

か
ら
の
第
９
期
長
野
県
高
齢

者
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
・

会
派
『改
革
信
州
』で
は
８
人

が
登
壇
し
ま
し
た
。
私
は
、

今
回
質
問
時
間
１３
分
を
い
た

だ
き
、
３
つ
の
テ
ー
マ
で
質

問
い
た
し
ま
し
た
。

<

問>

「
医
療
介
護
総
合
確

保
推
進
法
」
に
よ
り
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
が

整
備
さ
れ
て
か
ら
10
年
が
経

と
う
と
し
て
い
る
。
来
年
度

か
ら
の
第
９
期
長
野
県
高
齢

者
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
・

９
月
議
会
一
般
質
問
(
抜
粋
)

さとう千枝
一 般 質 問
YouTube
配信はこち
らから

県
民
が
取
り
組
む

地
球
温
暖
化
対
策

に
つ
い
て

教
職
員
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
に
つ
い
て

高
齢
者
へ
の
介
護
支

援
に
つ
い
て
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　県議会として全会一致

で、「燃料油価格高騰対

策等の適切な実施を求め

る意見書」を可決。でき

るだけ早く対処するよう

国に対し求めていく。

燃料価格高騰対策

　ゼロカーボンに向けて、新築の住宅や事

業所の屋根に太陽光パネル設置義務化の検

討を開始。

　条例では、野立ての太陽光発電施設の適

正化を目指し条例可決。義務化による設置

者や施行者の負担軽減のための新たな支援

制度の構築も検討。

太陽光パネル設置義務化検討会開始

　御嶽山の噴火から今年で

９年目を迎える中で噴火を

風化させないため、今年か

ら９月２７日を信州火山防

災の日として、今後犠牲者

を決して出さないという強

い信念で取り組むことを知

事が発表。

　リニア中央新幹線の県駅を

活用するための二次交通につ

いてリニア駅・長野市・松本

市・伊那谷の各市町村それぞ

れを結ぶ交通手段の検討のた

めの「リニア駅アクセス検討

会議」設置。

信州火山防災の日リニア駅アクセス検討会議

　一般家庭や飲食店など、令和５年１月１日

～９月１５日までの利用料が税抜き３，０００

円を超えた対象者に対しＬＰガス販売事業者

を通じて利用料金の値引き事業を実施。

　令和５年９月から１２月末日までの検針時

の利用料金から上限３，０００円を値引き。

ＬＰガス利用料金の負担軽減策を実施へ

小学生議場見学会

　９月、１０月は、社会科見学で県庁には県内の小学生が毎日のよう

に訪れていました。調査課調べでは特に小学生の議場見学は、１０月

末までで７０校約２，８００人になりました。

　県民に開かれた議会を目指すとともに、本県の将来を担う子ども

たちに社会や政治に対する関心を持っていただこうと、県議会広報

委員会の委員が議会の仕組み等について説明をしています。

　そして環境政策課からは、ゼロカーボン社会を目指す長野県とし

て、県庁内各部から集めた不要のペーパーが、古紙１００％のコピー

用紙や再生ノートに生まれ変わる、再生紙製造機「ペーパーラボ」の

紹介をしています。

県議会の 

そこが知りたい！ 

今後の主な予定

11月30日　　   11月定例会開会

12月 5日～ 8日 一般質問

12月11日～14日 委員会審議

12月15日　　　 閉会

議場説明する当会派改革信州の
埋橋副議長

再生
ノート

1月27日　第２回県政対話集会in東御

　（会場：東御市中央公民館・時間午後）

再生カラーコピー紙

予告


